
市政大野1968●3●1 第165号（D
／’昭和34年9月16日
昂了毬即伏蜀泌円／

／毎月1日発f
1鄙2門／

市
政 大野

　　

発行

福井県大野市役所

　

（総務課広報係）

電話（代）6－3600

夜間6－3601

　

ww一四－－－－－－－－－．－－－．－・．－一爽

　

印刷松浦印刷所

2月の人口の動き

出生男41女30計71

死亡同12〃26同38
転人〃59・y41（100
転出H72／r594・131

　

世帯数9．913

　

人□44．217
男21．246女22．971

雪害対策本部を設置

雪害防止と交通確保に懸命

　

一時小康状態をみた天候は、1月29日

からまたしてもすさまじい豪雪となり、

被害が憂慮されるにいたりました。

　

市では2月9日午後1時雪害対策本部

を設置、直ちに緊急会議を開き、こんご

の降雪に対処するための計画について検

討し、すみやかに実行することにいたし

ました。

　

雪害の防止や情報の収集、交通路線の

確保などに万全を期して努力を払いまし

た。

計画路線を重点に除雪

　

12日以降良い天気に恵まれたため、計

画道路の除雪が進むにつれ交通事情も一

応回復に向いました。

　

大野市雪害対策本部は2月12日に除雪

計画に基づき交通の確保にあたりました

除雪は13日から17日までの5日間とし、

出動除雪車は17台で、市の除雪車2台と

業者からの15台で組織し、ブロックに分

けて進めました。

　

除雪道路は主要

道路、主要道路と

部落を結ぶ道路、

それに通学道路を

重点としました。

　

除雪にあたって

は、沿線にある障害物などには赤旗を立

てるように呼びかけるー方、通学児童に

は除雪車に近寄らないよう注意しました

降雪量1，103センチ

　　

38．1豪雪を上廻る

　

昨年の暮から降り続いた降雪量は38．1

豪雪を上回りました。

大野市雪害対策本部の調べによると昭和

43年2月末日までの降雪量の累計は1．103

センチで，昭和38年豪雪（1，003センチ）

と比べますとすでに100センチも多い大

雪です。

なだれに注意

　

5年ぶりの豪雪で今山々には3～4堺の

積雪があります。これからの気温上昇、

大雨、強い南風、晴天つづきなどで底な

だれの発生しやすい時期になりました。

市雪害対策本部は、このほど「なだれ対

策打合会」を開き検討の結果、次の箇所

を「なだれ危険箇所」に指定しました。

　

通行者は、これらの危険箇所には充分

注意してください。とくに上若生子方面

に向われる方は当分の間、森山から峠越

えに下若生子へ入る山道を通行するよう

お願いします。

なだれ危険道路

国道157号線（唯野一下山間）

　　　

158号線（花山峠附近）

県道大野墨俣線（堀兼一上若生子間）

　　　

上小池勝原線（東勝原一桜久保間）

　　　

大野南六呂師線（橋爪一六呂師間）

市道下打波嵐線（下打波一嵐間）

（
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補偕間題の交渉始まる

　　　

真名川防災ダム水没関係

　

真名川防災ダム建設に伴う第1回個人

補償の説明会が、去る2月1日午後1時

から若生子小学校で建設省。福井県●大

野市●上、下若生子の関係者30名が集って

開かれました。

　

建設省の説朋によると、補償基準は真

名川ダム建設によりこうむる土地・建

物・工作物●動産などの補償●その他移

転することによって生ずる損失を補償し

ようというものです。

　

真名川防災ダムは市内の銭亀地籍から

300解上流地点に建設されますが、えん

堤の高さはUA．Bmの計画です。

　

このため西谷村の外、大野市内では

上●下若生子の69世帯が水没します。

　

現在、ダム建設についての補償調査は

立木を除いて全部終了しており、補償問

題の交渉が始められました。

　

補償問題が解決すれば直ちに工事が進

められることになります。

（写真は若生子小学校での補償説明会）

選挙人名簿C脊釜●まっ消者）の縦覧

市選挙管理委員会では3月11日から20日

まで、市役所市民課で、次のようなかた

の選挙人名簿の縦覧を行ないます。

　

1、昭和42年9月2日から43年3月1

　　　

日までに成人に達した人で、登録

　　　

の申し出をした人。（登載者）

　

2、昭和42年6月2日から12月1日ま

　　　

での転入者で、登録の申し出をし

　　　

た人。（登載者）

　

3、転出した人で、3月1日現在で1

　　　

年を経過した人。（まつ消者）
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あなたが国体の主役

成功のかぎにぎる

　

福井国体秋季大会まであと214日とな

りました。

　

明るく、きよく、たくましくの合こと

ばのもとに、みんなのカで福井国体を成

功させましよう。

　

大野市では相撲、ソフトボール、山岳

の3種目の競技が行なわれます。このた

め大野市へ訪れる選手は、相撲競技では

一般46チーム、高校16チーム、教員10チ

ーム、青年32チームで530名。またソフ

トポール競技では男子10チーム、女子10

チームで250名。山岳競技は46チームの

322名となうています。

　

このほか審判員、競技役員、報道員、

視察員を合せますと約1．300名の多くに

達しますが、真心こめて暖かくお迎えい

たしましよう。

　

いままでの各種大会の経験を生かし、

市民ひとりひとりが国体の主役として人

情豊かなローカル色のにじみでた大会に

したいものです。

（インターハイ相撲競技の開会式）

3月の市民運動

　

福井国体本番の年です。みごとに成功

させるため、今月は7つの市民運動につ

いて再度推進計画をたてる月です。

　

市民の皆さんも計画をたて、こぞって

運動に参加しましよう。

○健康増進運動

　

つねに健康の保持につとめ、家庭や職

場などで簡単な体操を続けよう。

　

また、できるだけ「歩け歩け」を実行

しよう。

○町をきれいにする運動

　

家庭の日や清掃の日を中心に、町内こ

ぞって公共の場所を清掃しよう。

○花いっぱい運動

　

ひとり1鉢、ひとり3．3虜の花を植え

よう。

○親切運動

　

やさしいことばで呼びかけよう。時間

励行の習慣をつけよう。

○事故をなくする運動

　

進学、進級、就職の月です。このため

交通マナーを身につけよう。

○国旗を掲揚する運動

　

祝、祭日には国旗を掲げよう。

あほなこっちや

　

事故多発

たすけてくれな

　　　　　　　

救急車
アホナコ。チ。

＝民芸品は歴史館へ＝

　

市郷土歴史館では7月の開館に備えて

郷土の民芸品を集めています。

　

みなさんの家に次の様な品がありまし

たらぜひ市教育委員会（6－3600）または

公民館へご連絡ください

○衣類手織製（麻、もめん、蚕糸）の

　　　　

のらぎゃまゆきぎ

　　　　

農衣、山行衣、礼衣など

○道具油つぼ、おはぐろ道具、まくな

　　　　

あんどん類、農具、スキ、稲コ

　　　　

キ、石、木製うす、猟具、祭具

　　　　

ハタ織用具、出1器など

農地の生前贈与は

早目に手続きを

　

農業を営んでいる者が経営する農地

　

（小作地を含む）を一括して後継者に贈

与した場合には、贈与税（事実上は相続

税として扱う）の納付を猶予され、登

録税も遺産相続と同率に軽減されます。

　

これには次ぎの条件と手続きが必要で

すから、この方法により贈与したい方は

早目に手続きをしてください。詳しいこ

とはお近くの農業委員さんまたは市農業

委員会でお尋ねください。

条件

　

1、この特例の該当期間は昭和43年12

　　　

月末日までに許可されたものに限

　　　

る。

　

2、贈与者が農業を営んでいること。

　

3、受贈者は3年以上農業に従事し、

　　　

年令が20才以上で相続人のひとり

　　　

であること。

　

4、受贈後すみやかに農業経営を行う

　

5、経営する農地の全部を贈与する。

手続き

　

1、農地贈与の許可申請を市農業委員

　　　

会を経由して知事に申請する。

　

2、知事の許可を得た者は翌年2月1

　　　

日から3月15日までの間に大野税

　　　

務署に申告して証明書をもらう。

　

3、税務署長の証明書により法務局で

　　　

登記する。

　

（1）申請をしてから許可になるまでに

　　　

3ヵ月位かかりますから、手続き

　　　

は早目にしてください。

輿土－iまi＆；ま

朝倉義景の墓

（泉町）②

　

朝倉氏は越前一円を支配した守護大

名で、一乗谷を本拠として、戦国時代

百余年繁華をほこりました。

　

5代義景のとき、織田信長との戦に

敗れて一乗谷に帰り、一族景鏡のすす

めによって大野に逃げてきましたが、

景鏡のむほんで六坊賢松寺で自害しま

した。

　

このとき義景は41才、天正元年（157

3）8月のことです。

　

後になって志ある者が、戦死の地と

伝えられる所に塔を建立して慰霊しま

した。

　

老杉天をさして昼なお暗く、清泉四

周をめぐる「よしかげの森」には、こ

けむした五輪の塔と一乗後主廟碑が、

朝倉五代の歴史をひめて建っています

　　

（昭和33年7月、市の史跡に指定）

（朝倉義景の墓＝泉町）
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市・県民税の申告
3月15日まで

　

ことしも次ぎの日程により申告の受け

付けを行ないますから期日までに必らず

申告をすませてください。なお申告され

なかったり、また期限におくれたりしま

すと、いろいろの控除が認められなかっ

たりまた不利な所得の決定をうけること

がありますから、申告書は必らず期限内

に出してください。

　

また法律により申告をしなくてもよい

かたは次ぎのとおりです。

1●所得税の確定申告をした者

2．会社、官公庁などから給与を受けて

　

いる者で給与以外の所得が無かった者

○申告当日の携行品

　

1．印かんと送付した申告書用紙。

　

2●家族の生年月日のわかるもの（保

　　

険証など）。

　

3．生命保険料の42年中に支払いされ

　　

た領収書。

　

4．その他参考となる領収書。

　

申告の必要がないと思われるかたには

申告書の用紙をお送りしてありませんが

もしその必要があるとお思いのかたは、

印かんを持って申告会場へおいで下さい

　

なお五箇地区と上、下若生子、宝慶寺

部落については積雪の状況により後日申

告期日をお知らせします。

市●県民税申告指導日割表

3月1日（下庄公民館）○中野町1丁目横

　

枕△中野町2丁目、西市、矢、中津川

　

横枕、中津川住宅、新在家、西新在家

3月2日（下庄公民館）○中荒＃1丁目、

　

新町△堂本、友江、中保、申狭1．2区

　

菖蒲池

3月4日（上庄公民館）○西山、森山、北

　

御門△平沢、今井、佐開、野中、上

　

下五条方、西据。

3月5日（上庄公民館）○稲郷、上据、東

　

山、榎△御給、友兼、開発、下郷、

　

森政領家、森政地頭方、猪島、中据、

　

下据、吉、医王寺。

3月6日（中村町据道場）○中村町、荒

　

子町△大西出、中西出、木本領家。

3月6日（富田公民館）○上野、富塚△

　

土打、七板、富田開拓、塚原。

3月7日（阪谷公民館）○伏石、柿ヶ島

　

△八町、大月、御領、落合、橋爪、

　

蓑道、堂島、金山、小黒見。

3月7日（阪谷農協）○松丸、森本△

　

萩ヶ野、花房、不動堂、石谷、森本。

3月8日（小山公民館）○下舌下1．2区、

　

下舌、新庄、右近次郎△上舌、阿難

　

祖地頭方、深井、阿難祖領家、上黒谷

　

下黒谷、上荒井、飯降、鍬掛、千歳、

　

南春日野。

3月11日（六呂師公民館）○六呂師△

　

六呂師。

3月12日（市役所大会議室）○泉町1

　

2区、清滝、城町1、2、3区△水落1、2区

　

要町、本町1、2、3、4、5区。

3月13日（市役所大会議室）○元町1、2、

　

3、4、5、6区中荒＃2、3丁目△明倫町1、

　

2、3、4、5区、錦町1、2区、大和町1、2、3区。

3月14日（市役所大会議室）○有明町、

　

美川町1、2区、月美町、日吉町1、2区、

　

△日吉町3、4、5、6区、弥生町、幸町、

　

天神町、糸魚町。

3月15日（市役所大会議室）○高砂町1、

　

2、3、4、5区東中、春日野△春日1丁目

　

上、中、下、春日3丁目、春日2丁目東、西

　

区、篠座町、上篠座。

　

※○印は午前△印は午後

　　

旧村部9．30～16．00

　　

旧町部9．00～17．00

固定資産課税台帳の縦覧

とき3月1日から21日まで

ところ市役所税務課内

3月17日……家庭の日
家族みんなで話しあい、楽しみあい、

力を出しあおう。

3月のテーマ

子どもの成長を祝い

　　

進学や就職について

　　　　　　　　

話しあおう。

ご協力ありがとう
歳末たすけ合い募金

　

咋年末の歳末たすけ合い募金に、市民

の皆さんから寄せられたお金は総額で33

万4．690円になりました。うち袋募金に

よるものは20万2．436円、個人や団体な

どによるものは13万2．254円です。

　

これらのお金は昨年末市内の重度心身

障害児や生活に困っておられるかた、施

設にはいっておられるかたがたにNHK

からの歳末募金の配分、それに共同募金

の配分と合わせて、お分けいたしました

　

真心をこめてご協力くださった皆さん

に厚くお礼申しあげます。

42年歳末たすけ合い募金

収入（単位円）

袋募金額202．436

善意銀行払出
糟まqつつ！；4

－19‘4nnm

NHK歳末募金配分125．100

共同募金配分64．600

繰越金20．581

利子738

合計545．709

支出

各施設入居者慰閣fiftnnn

重度障害者児慰間．－＾nnnn

長期療養者慰問59．000

要保護準保護世帯173．700

NHKおもち代66．300

善隣館母子寮9．9．500

要俣護準俣護生徒学用品55．692

NHK重度障害児要保護生徒61．500

合計543．692

納期限内の納入を

市税の徴収率81％

　

昭和43年1月31日現在における昭和4：2

年度の税金の収納状況をみますと、市税

は81．85％、国民健康保険税は70．28％と

なっています。

　

市税については調定額3億2．097万5．1

44円に対し，収納額は2億6．274万2．455

円となっています。これを税目別にみま

すと次ぎの表のとおりです。

　

また，国民健康保険税は現年度の調定

額8．842万2．731円に対し5．978万6．751円

収入済となうています。

　

なお、期限内に納入さ

れない方があると、市C

徴税費用も多くヵ4りま

すし、皆さんの手数もヵ：

かりますので、どうか煩

限内の納入にー層のご‘＆

力をお願いします。

市税の収納状況

調定額 収入額

固定資産税 1億5．107万5．530円 1億1．523万〇．480円

市民税 9．903万5．559円 8．078万8850円

軽自動車税 953万9．620円 923万3．900円

木材引取税 179万8．420円 133万4．360円

電気ガス税 1．987万6375円 全額

煙草消費税 2999万6．320円 全額

入湯税 3万3．960円 全額

過年度 961万9．360円 624万8．210円
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建前の振舞酒辞退を誓約
大野建連交通安全推進協議会

　

大野建築士会●大野市建築業組合。大

野市左官組合では共同で去る2月6日大

野建連交通安全協議会を結成し、次の事

項について自粛を申し合わせるとともに

、固く実行することを会員全員で誓い合

いました。

　

1．飲酒運転は絶対にしない。

　

2．建前の振舞酒は必ず辞退する。

　

3．安全運転の鉄則を固く守る。

　

最近は交通戦争といわれるほど、交通

事故の増発は目に余るものがあります。

その大きな原因のひとつに飲酒運転があ

げられていますが、この防

止には関係当局者ばかりで

なく、市民のひとりひとり

が当たらねばできることで

はありません。

　

当市において、全国にさきがけてこの

会が誕生したことは誠に意義深いことで

す。

　

建前の祝酒は出さねば体裁が悪い。ま

た振舞酒を飲まねば義理を欠くなどの考

えを改めて、市民ひとりひとりの命を守

るために、この会の固い決意にみんなで

協力し、交通事故防止につとめましよう

この運動が実を結ぶことによって、尊い

人命が守られることを祈ってやみません

火
事は プ41番へ

　

火災は火の取り扱いを適切にして、予

防するにこしたことはありませんが、万

一出火したときは、一秒でもはやく消防

署（119）へ電話することが大切です。

　

119番への知らせの効果があるかを昨年

の実例で示しますと、火災18件のうち。

　

119番で知らせを受けたのは10件で、そ

の損害額は全体の僅か5．7％、一般加入

電話で知らせを受けたのは3件（ほかに

事後聞知1件ありますが）で、その損害

は0．28％、警察電話で知らせうけた火災

は3件で、その損害は、なんと全体の9

3．88％でした。これが119番の電話で知

らされたらどんなに被害が少なかったろ

うにと残念です。

　

万一火事を知ったら、先ず119（農集

電話は0119）をダイヤルして、はやく消

防署へ通報しましよう。

グループ
づくり 相談は公民館へ

貴姉携f

　

新しく就職されたみ

なさんや勤労青少年の

みなさんで、グループ活動に参加ご希望

の方は気軽に公民館へご相談ください。

　

現在、市内の公民館では次ぎのような

青少年の団体が利用しています。

　

大野市青年団、大野商業青年学級、大

野吹奏楽団、大野市民合唱団、レクリエ

ーションの会、生花グループ、謡曲グル

ープ、読書会、農業研究グループ等公

民館はみなさんの生活をより楽しく有意

義なものにするために、グループづくり

や、入会の相談また施設、備品の提供な

どをしています。

ボーイスカウト団員の募集

　

ボーイスカウト大野第1団では、団員

を次ぎのとおり募集しています。

○応募対象者9才～13才の男子

○申込期限昭和43年3月15日まで

○申込先大野公民館

くわしいことは大野公民館（電話6－28

28）へ問い合わせてください。

にぎわった雪まつり

一六呂師高原－

　

第2回六呂師高原雪まつりはさる2月

17、18日の両日盛大に開らかれました。

　

2日間とも雪まつりにふさわしい好天

にめぐまれ、前夜祭には1．000余名、当

日は約2．500名の人出となりました。

　

県内はもちろん遠く関西方面からバス

を連ねてつめかけるありさまで、駐車場

は家族づれの車と観光バスでごったがえ

し、雪まつりの盛況さを物語っており前

夜祭にはタイマツ滑降、営火、ナイター

スキーがあり、当日はエレキ演奏、脱線

ゲーム、奥越大鼓、モデル撮影会など各

種の催しがあり、雪まつりを満喫しても

らいました。（写真は前夜祭のスキーヤー）

種痘（第1期）
接種日検診日時間会場

3月5日3月12日1～2大野公民館

3月6日3月13日z／下庄公民館

　　

z7／／〆z富田公民館

3月7日3月14日〃大野公民館

　　

z7／／ノz上庄公民館

（注）森目、蕨生、宝慶寺、若生子校下

　　

は接種済

○対象者G）昭和42年1月1日より同

　

年12月31日までに生まれた者。（ロ）その

　

他生後1回も種痘を受けていない者。

○接種手数料20円

風見鶏

　

三
八
●
一
豪
雪
に
つ
ぐ

大
雪
の
残
が
い
は
意
外
に

冷
酷
で
奥
越
の
春
は
ま
だ

遠
い
感
が
す
る
。
し
か
し

こ
の
雪
も
日
を
追
う
て
春

の
序
曲
を
か
な
で
る
メ
ロ

テ
ィ
ー
に
変
る
で
あ
ろ
う
が
。
送
冬
の
辞
と
も

考
え
て
来
年
の
資
と
し
た
い
。
▼
今
年
の
大
雪

は
幸
い
途
切
れ
の
間
合
い
が
あ
っ
た
た
め
に
、

積
雪
対
策
は
さ
ほ
ど
混
乱
は
し
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
と
ス
キ
ー
に
関
し
て
は

近
年
に
な
い
に
ぎ
わ
い
を
見
た
こ
と
は
、
灰
色

に
あ
け
暮
れ
る
雪
国
の
生
活
を
明
る
く
さ
せ
た

点
で
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
▼
大
野
市
学

校
補
導
連
盟
で
は
、
四
十
二
年
十
二
月
の
冬
期

休
業
中
に
入
る
前
に
会
合
を
開
き
、
冬
の
野
外

生
活
を
健
全
に
送
る
た
め
の
対
策
と
し
て
。

　

「
ス
キ
ー
●
パ
ト
ロ
ー
ル
」
委
員
会
を
作
り
、

市
内
小
中
●
高
校
の
ス
キ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
教
師

十
二
名
を
委
嘱
し
た
●
。
十
二
月
二
十
六
日
か

ら
二
月
一
ぱ
い
ま
で
の
休
日
、
日
曜
、
祭
日
に

六
呂
師
、
勝
原
、
森
山
の
各
ス
キ
ー
場
へ
延
六

十
余
名
が
出
張
し
て
現
地
指
導
を
お
こ
な
っ
た

▼
ス
キ
ー
場
で
の
エ
チ
ケ
。
ト
、
ス
キ
ー
マ

ナ
ー
や
ス
キ
ー
事
故
防
止
を
重
点
に
、
監
視
と

い
う
よ
り
学
童
や
青
少
年
の
よ
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
た
暖
か
い
指
導
ぶ
り
は
彼
ら
は
も
ち

ろ
ん
父
兄
や
地
元
ス
キ
ー
振
興
会
の
人
々
か
ら

感
謝
さ
れ
た
。
一
日
に
多
い
時
に
は
五
千
人
を

越
す
盛
況
を
見
せ
た
ゲ
レ
ン
デ
で
あ
っ
た
が
、

ス
キ
ー
事
故
が
割
合
少
な
か
っ
た
こ
と
を
見
て

も
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。
▼
こ
の
種
の

パ
ト
ロ
ー
ル
は
も
と
も
と
地
元
ス
キ
ー
場
が
そ

の
要
員
を
充
分
に
確
保
し
、
配
備
し
て
サ
ー
ビ

ス
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
学
校
側
の
自

発
性
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
は
、
将
来
へ
の
よ

り
大
き
い
飛
躍
発
展
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な

い
。
周
知
の
と
お
り
今
や
奥
越
高
原
ス
キ
ー
場

は
全
国
紙
の
ス
キ
ー
便
り
に
日
々
報
道
さ
れ
て

い
る
。
遠
来
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
目
は
肥
え

て
い
る
。
▲
最
後
に
大
事
な
雪
資
源
の
利
用
活

用
は
、
平
常
か
ら
の
全
国
的
視
野
の
上
に
立
っ

て
研
究
し
て
お
く
べ
き
を
強
調
し
て
や
ま
な
い
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